
為替週間展望＝ドル円は堅調な推移を継続か

　　　　　　　　　　［２月２２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    2 月 15 日～ 2 月 19 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  105.00   106.22(17)    104.91(15)    105.60   +0.66

ユーロ・ドル  1.2120   1.2169(16)    1.2023(17)    1.2098   -0.0022

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    30,017.92     +497.85     日本10年債利回り   0.096   +0.028

ダウ平均株価    31,493.34      +62.64     米10年債利回り     1.296   +0.087

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２２日　独２月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米１月景気先行指数

２３日　ＮＺ第４四半期小売売上高

　　　　英１月雇用統計

　　　　スイス１月生産者・輸入価格

　　　　米１２月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米１２月住宅価格指数

　　　　米２月消費者信頼感指数

　　　　パウエルＦＲＢ議長 議会証言（上院銀行委員会）

２４日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　独第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　米１月新築住宅販売件数

　　　　パウエルＦＲＢ議長 議会証言（下院金融委員会）

２５日　日本１２月景気動向指数

　　　　米新規失業保険申請件数、米１月耐久財受注速報値

　　　　米第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値

２６日　ＮＺ１月貿易収支

　　　　日本１月鉱工業生産指数速報値、日本１月小売業販売額

　　　　スイス第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　スイス２月ＫＯＦ先行指数

　　　　米１月個人所得・個人支出

　　　　カナダ１月鉱工業製品価格

　　　　米２月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米２月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

　　　　Ｇ２０財務相・中央銀行総裁会議（２６～２７日、オンライン）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】新型コロナウイルスの感染再拡大は景気に与える影響が警戒される

ものの、米国の景気は徐々に持ち直して、米長期金利も底堅い推移が見込まれる。こう

した中、ドル円は１０４円を大きく割り込むことはなく、１０４円台を中心に堅調な推

移となりそうとした。

　　　　

【ドル円は１０６円台乗せの後は戻り一服】

　米国ではＮＹダウ、Ｓ＆Ｐ５００、ナスダックの主要３指数が最高値更新を繰り返し

ており、歴史的な高値圏に位置している。バイデン政権による追加経済対策への期待感

や新型コロナウイルスのワクチン接種の普及による景気回復への期待感などが背景にあ

る。こうした中、日経平均は１５日に３０年半ぶりに３万円の大台に乗せた。
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　米長期金利が上昇傾向にあり、１７日には米１０年物国債利回りは１．３３％台まで

上昇している。米追加経済対策による景気回復期待、米財政支出拡大に伴う国債の発行

拡大、原油価格の上昇などによるインフレ期待の高まりなどが背景にある。世界的にも

国債利回りの上昇が見られる。

　　

　大寒波に見舞われた米テキサス州では原油や石油製品の一部が生産不能に陥ってい

る。電力不足などの影響でテキサス州の石油生産施設の多くが操業停止を余儀なくされ

ており、生産の回復には時間がかかるとみられる。この影響を受けて、１月末には５２

ドル台だったＮＹ原油は１７日には６１ドル台まで上昇している。原油高がインフレ期

待の高まりの一因となっている。

　　

　米長期金利の上昇を受けてドル買いの動きに傾いており、ドル円は１６日のＮＹ市場

で１０６円台に乗せ、１０６．２２近辺まで上昇した。１０日に１０４．３０台まで下

落した後は戻り歩調に転じて、１０５円突破後も上値を伸ばして、１０６円台まで上昇

した。１０６円台に乗せた後は米長期金利の上昇一服などもあり、１０５円台に軟化し

ている。

　　

　このところは、米経済指標が予想から上振れするケースが多く、追加経済対策により

想定よりも一段と景気回復が進んでインフレ警戒感が高まるとの見方も出てきている。

堅調な米経済指標が続くようなら、一段のドル買いに傾き、ドル円は１０６円台を固め

て一段高となる可能性も出てくる。

　　

　１７日に公表された米ＦＯＭＣ議事録（１月２６日～２７日開催分）では、「財政刺

激策とワクチンが大幅な経済引き上げをもたらす」と指摘した一方で、「実質的な進展

には時間がかかり、資産購入を変更する前にはコミュニケーションをとることが重要」

との見解を示した。「米国の雇用や物価の目標からは程遠い」として、景気回復に時間

がかかる可能性を指摘した。ただ、おおむね市場の想定通りの内容だったことで、市場

への影響は限定的となった。

　　

　堅調な株価がドル売りの動きにつながりにくくなっており、ドル円は米長期金利の動

向に左右されやすい展開が続きそうだ。良好な米経済指標が相次ぐようだと、一段の米

長期金利の上昇につながり、ドル円は底堅い動きを続けるとみられる。ドル円の目先の

予想レンジは、１０４．５０～１０６．７５円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２２日に米１月景気先行指数、２３日に

米１２月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米１２月住宅価格指数、米２月消費者信頼

感指数、２４日に米１月新築住宅販売件数、２５日に日本１２月景気動向指数、米新規

失業保険申請件数、米１月耐久財受注速報値、米第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定

値、２６日に日本１月鉱工業生産指数速報値、日本１月小売業販売額、米１月個人所

得・個人支出、米２月シカゴ購買部協会景気指数、米２月ミシガン大学消費者信頼感指

数確報値、Ｇ２０財務相・中央銀行総裁会議（２６～２７日、オンライン）などがあ

る。

　　

【ユーロドルは上値の重い動きが継続か】

　ユーロドルは１．２０～１．２１台でのもみ合いが続いて、１６日には１．２１６９

近辺まで上昇した。１７日には良好な米経済指標を受けてドル買いの動きに傾き、１．

２１ドルを割り込んで、１．２０２３付近まで下落した。ただ、一本調子でのドル売り

の動きとはならずに下げ渋りを見せている。

　　

　このところの米経済指標は前月から改善傾向を示して、予想から上振れするケースも

多く、その場合は米長期金利の上昇につながり、ドル高に傾きやすくなる。ユーロ圏の

経済指標にも改善傾向を示しているものも見られるが、米国ほど顕著ではなく、相対的

にドル買いに傾きやすくなるとみられる。このため、ユーロドルは上値の重い流れが継

続することとなりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１９００～１．２２

００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２２日に独２月ＩＦＯ景況感指数、２３日

にＮＺ第４四半期小売売上高、英１月雇用統計、スイス１月生産者・輸入価格、２４日



にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、独第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、２

５日に米新規失業保険申請件数、米１月耐久財受注速報値、米第４四半期国内総生産

（ＧＤＰ）改定値、２６日にＮＺ１月貿易収支、スイス第４四半期国内総生産（ＧＤ

Ｐ）、スイス２月ＫＯＦ先行指数、カナダ１月鉱工業製品価格などがある。
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